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１．ねらい 

 太郎さん上がれ、次郎さん止まれ、三郎さん下がれ。 

ペットボトルの中の３つのストロー（浮
ふ

沈子
ち ん し

）を自由にあやつってみよう。 

 

２．用意するもの 

 折れ曲がる部分で切ったストロー３本、重りのはかま（銅線）３個、ふた（BB弾）３つ、

炭酸飲料用のペットボトル１個。 

 

３．作り方 

①重りのはかまをストローの折れ曲がるところまではかせます。 

②重りを下にしてストローを半分くらい水につけて、ふたをしてください。  

③水に浮かべて、先が３ミリほど水面から出るくらいに空気の量を調節します。 

④３つのストローを水の入ったペットボトルに入れると完成です。 

 

４．あそびかた 

ペットボトルの握
にぎ

り方を調節して、太郎さん、次

郎さん、三郎さんの動きを自由にあやつってくだ

さい。 

 

４．わかること 

 浮沈子は、中に入っている空気の量によって浮

力がきまります。浮沈子が３つあると、それぞれ

の空気の量にばらつきがでます。そこで、握り方

を調節することによって、３つの浮沈子を自由に

あやつることができます。 

 

 

                  太郎さん次郎さん三郎さん 

参考：アルキメデスの原理 


